
第 １学 年  ５月 特 別 課 題  
 

5 月 31 日までに次の課題をしましょう 

科目 課題内容 提出日 

国語 

課題プリント（完成してから左上をホチキスで綴じる） 

入学時課題考査（答案のみ、課題プリントとともに綴じる） 

次の登校日 

数学 
追加の課題プリントを発送します。 

４月前半，後半課題のノートの続きに解答してください。 

次の登校日 

英語 

① Starting Over English – Basic Drill – (Kyoway) p.16-p.21  

答え合わせまで  

② Harmony アプローチ＆ターゲット練習ノート p.6-p.9 参考書を

参照して空所を全て記入 

③ 課題考査(プリント)をやり、解答用紙に答えを書き、赤ペン

で答え合わせをする。 

④ Be English Expression Ⅰの Workbookp.6-p.11(Lesson1～

Lesson 3)を教科書を見ながらやり、答え合わせをする。 

⑤ VALUE1400 p.14 – p.25 の 200 個の英単語を引き続き学習

し覚えておく。 

次の登校日 

現代社会 

①現代社会ノート ｐ２６～３８の空欄を記入する 

  ※ｐ２５までの解答を配布するので、答え合わせをしておくこと 

②配布プリント「日本国憲法 条文を覚える」に指定した憲法条文を記入 

③スタディサプリで以下の講座（チャプター）を視聴して学習する  

「通年 社会」⇒ 講座名「高１・高２・高３ 現代社会」 

  第１講「現代社会の諸課題（１）」・・・チャプター２～４ 

第２講「現代社会の諸課題（２）」・・・チャプター１～３ 

第７講「公害・環境問題と資源・エネルギー問題」…チャプター３～５ 

第 26講「青年期」      ・・・チャプター１～３ 

 ※チャプターにあわせてテキストを見ること 

「テキストをダウンロードする」で見ることができます 

①②は 

最初の授業 

③の範囲は学校で

授業はしません

が、１学期の考査 

または小テストで

出題します。 

教科書ｐ６～５１

と現代社会ノート

も確認しておいて

ください。 

化学基礎 配布プリント４枚 ※年組番号と氏名をプリントの左上に記入すること 次の登校日 

家庭基礎 

マスク製作（途中まで手縫いで製作する。完成させない！） 

詳細については別紙、PDFファイル参照 

表地、裏地、プリントの３つを透明の袋（必ず記名）に入れ提出 

次の登校日 



情報 

コンピュータによる文字入力の練習（基礎からはじめる情報リ

テラシー例題４、例題５、例題６）をやってみる。 

家にパソコンがない人は情報リテラシーの例題４、例題５、例題

６の説明を読んでおく。また、情報の授業において文字入力は、

基本ローマ字入力で行いますので、ローマ字が苦手な人はロー

マ字を復習しておいてください。 

提出は不要 

体育・保健 

体育：新体力テストへ向けて 

保健：保健ノート P2～P20（教科書を見ながらできます。） 

授業で成果を

発揮する 

芸術 

 

自分の選

択科目を

すること 

音楽 

今まで歌った合唱曲で、好きな２曲を挙げ、始めの１フレーズ 

（8 小節～16 小節）、自分の担当したパート（声部）を歌える

ようにしておきましょう。 

音楽の楽譜で使われる記号（速度記号、速度標語、発想標語 

奏法に関する記号など）知っているものを書き出し、読み方、 

意味を書きましょう。レポート用紙などに。 

最初の授業 

美術 別紙参照    ※他の教科の課題と一緒に送付しています 最初の授業 

書道 

スマホ・パソコン・書籍等を利用して、次の書道用語について調

べ、レポート用紙などにまとめなさい。その際、参考文献、出典

を明記すること。 

①   楷書（かいしょ）と行書（ぎょうしょ）の違いについて 

②   書体（しょたい）と書風（しょふう）の違いについて 

③   文房四宝（ぶんぼうしほう） 

④   拓本（たくほん） 

⑤   変体仮名（へんたいがな） 

※  丁寧な文字で書くこと。できれば鉛筆が望ましい。 

※  用紙は、家庭にある紙や中学時代の余りのノートなど、何で

も構いません。 

最初の授業 

総合 プリント両面一枚 
１回目の「総合的

な探究の時間」 

 

※学校生活に支障がでないように、早寝早起きなど規則正しい生活を心がけましょう。 

※手帳（imamirai2020）も配布しましたので、学校の授業時間（入学のしおりｐ１）を意識しながら、

計画的に学習していきましょう。 

※課題が終わってさらに勉強したいならば、スタディサプリで気になる講義を視聴しましょう。 

  

 


